












 

 近年 Licorice,Biogastrone,Duogastrone サイアザイド服用者,酒客,アルド

ステロン症などの際に低カリウム血症,血清筋酵素の上昇を認め,組織学的に筋

線維壊死を特徴とするミオパチーが報告され,低カリウム血性ミオパチーとも

呼ばれている.しかし筋病変の成立機序は明らかにされておらず,その微細構造

についての報告もきわめて少ない.本稿では,低カリウム血症と深く関連する原

発性アルドステロン症にみられたミオパチーにおける,筋症状顕在期,及び寛解

期の生検筋の微細構造を報告し,筋線維壊死の発現機序,及び,同様に低カリウ

ム血症を呈する周期性四肢麻痺の筋組織所見との異同について考察を加える. 


